
マアナゴの生態調査（３）

（沿岸漁場開発事業）

森脇晋平・梶明広・吉尾二郎・高橋伊武

はじめに

マアナゴは水深100～160〃の陸棚上に生息し，沖合底曳網漁業や小型底曳網漁業によって漁獲さ

れている。沖合底曳網漁業について恐れば，漁獲量はイカ類やカレイ類についで多く、重要な地域

性産業種である。

ここでは,浜田沿岸で実施したマアナゴ試験操業結果を基に,マアナゴの生態について報告する。

査方法調

試験操業は島根県水産試験場調査船

「明風」（39.43総トン）を使用し，１９８６

年４月～1987年４月の期間，図１に示

す海域で合計16回操業した。漁具は直

径llc〃，長さ73c蝿の“かえし”のつい

た筒状の漁具（以下アナゴカゴと呼ぶ）

を用い，生鮮あるいは解凍したマイワ

シをｌカゴ当り３～５尾入れて投入し

た。分布密度についての知見を得るた

め，９月以降はカゴの間隔を５'､，１０

１，z，１５，，２０，，３０加の５段階に分け

て実施した。翌日に回収し，カゴ当り

の漁獲尾数，肛門長を測定し，一部は

“焼ゴテ，’による標識放流試験を実施

した。
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結果と考察

（１）カゴ当り漁猫尾数の季節変化

図２にｌカゴ当りの漁盤尾数の季節変

化を示した。１カゴ当り0.5～1.9尾の間

を変動した。夏に漁獲のピークがあり，

その後，冬にかけて減少したが，２月に

いったん上昇し再び減少した。

日本海南西都の対馬以東の沖合底曳綱

漁業によるマアナゴの分布密度は９～１２

月にやや低くなる傾向があるが，季節変

化は少ない(島根県水産試験場，1984）。

０
５

０

２
１

１

カ
ゴ
当
り
漁
猪
尼
数

●

、

、
Ｉ

、
●

0.5

４５６７8９１０１１１２１２３４（月）
1９８６１９Ｂフ

図２漁獲尾数の季節変化

また，平戸島志々伎湾でのマアナゴ

漁獲量季節変動(松宮・今井,1987）

では採集尾数は６月がピークで以後

減少した。これらの報告と今回の結

果とを比べてみると，ほぼ同じ変動

傾向を示しており，初夏に漁獲の

ピークがありその後減少するパター

ンをとると考えられる。今回の調査

では２～３月に漁獲の急激な上昇が

みられているが，産卵生態と関連し

て注目する必要がある。
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（２）肛門長組成の季節変化

漁獲したマアナゴの肛門長組成の

季節変化を図３に示した。これによ

ると，平均肛門長は５月と２月に高

く，９月に最低値を示した。松宮・

今井（1987）のマアナゴ全長組成の

季節変動をふると，平均値の変動は

７～８月に小型化し，１月と５月に

大型化するようにみえる。全長と肛
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図３肛門長組成の季節変化

全長と肛門長との間には有怠な直線関係（ｒ＝0.989,,＝102）がある
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ので，今回の浜田沿岸のマアナゴの肛

門長組成は志々伎湾のマアナゴの全長

組成とよく似ているといえる。 四

体

（３）カゴ間隔と漁獲尾数との関係

９月の調査からはカゴの間隔を５段

階（５，，１０祝，１５，，２０，，３０ｍ）

にして漁獲調査を行なった。全漁盤尾

数とカゴ間隔との関係を図４に示した

が，両者の間には

[ＬＢ

散

カゴの問田（｢■）

図４カゴの間隔と漁獲尾数との関係〃＝22.49＋54.89109〃

（ｒ＝0.976,α＝0.5％）

が得られた。

従って，このIill線はカゴ間隔が30ｍ付近で「頭打ち」となっており，これ以上カゴ間隔を広げて

も漁獲増はないことを示している。すなわち，１カゴのマアナゴに対する集魚効果範囲は約30ｍ程

度と推定される。これは，松宮・今井（1987）の推定とよく￣致している。

（４）漁具能率の推定の試み

９月２日～５日にかけて連続して試験操業をくりかえし，使用したアナゴカゴの漁具能率を推定

し，資源量を求めようとした。DelurYの方法を適用してｌカゴ当りの漁獲尾数と累積漁獲尾数と

の関係を図５に示した。これから明らかなように，１１１１者の直線回帰関係は有葱にならなかった｡し

たがって，漁具能率を推定することはできなかった。
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図５累積漁獲尾数と’カゴ当り漁獲尾数との関係
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図６には連続する４日間の肛門長組成

の変化を示した。調査初日の９月２日に

は肛門長12～13cmの小型群と２１～24ｃｍの

大型群とが漁獲されている。９月３日に

は小型群・大型群とも個体数は減少し，

調査３日目の９月４日には大型群はほと

んど漁獲されなくなった。ところが、次

の日の９月５日には小型群の個体数は増

加し，モードもやや小さい方に偏った。

また大型群も前日に比べ増加した。こう

した組成の日変動が，Deluryの方法に適

合しなかった１つの原因と考えられる。

このような組成の変化が起きると原因

として，①大型魚から順次漁獲され，小

型魚が残ったこと，②漁場へのマアナゴ

の新たな加入があったこと，が考えられ

る。可能性としては②の方が強いと思わ

れる。今回は標識放流による再捕につい

ては明確な結果が得られなかったので，

今後はマアナゴ移動や分布についてさら

に明らかにする必要があると考える。
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図６肛門長組成の日変化
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